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　　　 　　　　　 綣 　　言

　從來 エ ス ト ロ ゲ ン の 血 中濃度 に 關 して は 適確 な

る檢定法 がな く， 近時小”C　・中山
1）及び山本

2）等 が

夫 々 比較的鏡敏度高 く操作 も稍 i簡易なる 新微量

測定法 を案出 した以外 は，生物學的に は精密な定

量 力；な され て い な い ．　一方 イ匕學白勺定量 は今迄イ中々

困難 な もの と さ れ て 來た が ，
1950 〜 1952Enge1は

螢光測定 に依つ て 血 中總 エ ス ト ロ ゲ ン （以下 「：・ 」

と略す） の稍 i 微量檢禺 に成功 して ，理 論的 に は

優 れ て 居 るが誤差 の大 きい Kober（1931）の 分光法

よ り勝 つ て い る ．性周期中に 於 ける エ の滑長に 就

て ，1940年 D ’

amour4 ）は 尿 中 工 を檢索 し，1953年

東大津野 ）， 慶大 山本等は 血 中濃度 に 關す る發表

を行 つ た．我 々 は 血 中工 の 浩長 を追究 せ ん と して

上 記 小林 ・中 山法 を應用 した．帥 ち此 の方法は 鍍

檢液を ラ ツ テ の 腟内に 注入 して 徴量測定 を行 う方

法 で 最 も有效なる生物學的定 量法 で あ る 事 が證 明

され て い る．從つ て 性 周期 中 に 於け る 血 中 工 の 濳

長 を知 る ため に 上記 の 如 く抽出法 を加 えて 微量 測

定 を行 う事 が可 能で あ る ．茲 に 於て 吾 々 は小林 ・

申山 ， 津野 の 方法 に準 じて 正常性周期婦 人に就て

實驗 した所 ， 津野の 成績 と近似 した結果 を得た の

で 報告す る ．

　　　 　　　　　 實驗方法

　定量法は小林
・
中 山法 を探用 した。特 に 次の 點

に 注意 した．

　1． 採血
……

正常性 周期 を有す る未婚成熱婦 入

に 就 き，毎囘略 彑一定 の 時刻 （午 後 1 時）に 肘靜賑

よ り10cc宛探血 した．

　2 ． 全 血濃縮 ……反 應鏡敏度 の 檜加 を圖るた め

津野 に 從 つ て
1

！lo 濃縮を行 つ た

　3． 使 用動物……
正 常性 周期 あ る 生後 100 日 以

上 の ラ ツ テ で 鱧 重 150gr 前後の もの を用 い 腟炎，

化膿症等 の疾患無 きを確認 して 使用 した．

　 4． 注入蕃其 及 び 注入法
……

注 入器具 は 50 目

盛 の 囘轉 に て 0．5mm 移動 して 1 目盛 ご と に檢體

0．0076ccを押 出 し得 る Micrometerを使用 し，之

に 研 磨に よ り先端 を鈍 に した注入針を用 い た．注

入法 と して は ， 初 囘檢醴 0．05ccの 注入 直前 に腟 口

を縫合 し た． 之に よ り以 後注 入液 の 漏出を防 ぎ得

る．又 第 2 囘 目注入 も無拔絲 の儘行 つ た．

　5． 膣垢＄j，“法 ……鋭 敏度判定等は 小林 ・
中 l！畢

に 據 つ た ．

　方法

　我 々 は 當院勤務22蔵看護婦 に 就 き ，
BBT 曲線 を

と らせ て 性周期 を觀察 し之 に 竝 行 して 概 ね 3 日 お
・

きに毎囘午 後1 時 に 10cc宛肘靜脈 よ り採血 を行 い ，

之 を り1D 濃 縮 して 得た檢體 か ら血 中 エ ス ト ・ ゲ ン

の 定量 を行 つ た ．試驗動物は 1群 5匹 と し 3匹 （60

％ ）以 上 陽性 を以 つ て 反應陽性 と した． f罅 腱 に

際 して は 注入檢體 は
1
／i。 濃縮液を使 用せ る爲，之

を満性 ソ ーダに て 1ccに稀釋せ る液 を以 つ て 注入

各液稀釋 の原單位 と倣 し， 以 下順次稀釋 を行 つ た．

　　　　　 　　　 賢驗成績

　上 記方法 に よ りBBT と併行 して 血 中 工 の 消長 を

探索 した結果，特 に低澀期 では月經直後に血 中 工

の繪加が認 め られた．此 の事 は既｝こ山本
2） 等 の發

表 が あ b，　こ れ に よ る と月經後 2 日 目に 1 腟單位

を示 し， 更 に BBT 上昇 2 日目及 び月經前 4 日 に は

各 1．6腟單位陽性 と して い る．津野
3）も亦 月經直後

に 0．5〜1．0膣單位が あ り，次 い で 排卵迄 は 0．1〜

0．2 腟單位 の 低値を示 し， 排卵期 に急激 に 上昇 し
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て LO 〜1．5腟單位 ， 黄體開始期 に も略 圭 同様 1．0〜

1．5 膣單位 と各 ピ ーク を來す事 を蓮 べ て 單位 の 比

率か ら概 ね 山本 と
一・

致 した 傾向 を示 して い る．我

々 の 實驗 で は次の如 くで あ る ．

　先 す月經 中は 低値 で 0．1腟單位 を示 し 0．5縢 單位

迄 は到 らす ， 低温期 で は 月絲後 2 日 目 に於て 0．5

腟單位陽性 を示 し ， 以後下降 して 0．1 腟 單位 の 儘

低 値續 く．排卵は 次囘月維前 16口 に 相 當す る が，

BBT ．L昇後 2 日目卸ち次囘 月經 の 14日 前 に て 1腟

單位陽性 と再上昇 す る ．其後 0．1 膣單 位 の 低値を

と b月經前 8 日 に 再 々 上 昇 し て 1．5 腟單位陽性 を

來 した が ， 夊 こ れ は 恰度黄體形成期 に 相 當 し た ．

iaPt 皿．

t
’
OTit

∂．ノγ 瓜

tht”1pm・
7匹ん 【

　　　　　　　　　 考 　　按

　以 上正 常性周期 申 に 於 け る 血 中 エ ス ト ロ ゲ ン の

淆長 に關 する我 々 の實驗 を通 覽 す る に ，實驗 は 小

林
・
中 山及 び津野の 方法 を採用 し， 檢索 し た成績

翻 欲 一致 した．之 は既 に 第 5 囘畢 會 に て 津野 は

山本 の 成績 と單位 の 表現法 こ そ・違 うが 各 ピ ・一一ク は

月經直後 2N 目， 排卵期 ， 及 び黄體形成期 の 3 と

概 ね同一
程 度だ つ たと 追加 を行 つ た の と も傾 向を

均 し くす る． た だ被檢液が ソ  濃縮 に 依 る 特殊抽

出液 を用 い た の は津野の 方法 と同 じで あ る が ， 此

の 他 に 操作上 檢體 第 1 囘注 入直前 に 腟 口縫合 を行

う事等の 注意 を拂つ た．結果 と して 特 に責髓形成

期 に於け る腟單位 の 方 が ， 排卵期 の 時 よ リピ ーク

が 少 し高 く出 て い る．

　　　　　　　　　 結 　　論

　我 々 は 小 林 ・
中 山法 が 明 らか に 優れた 血中 エ ス

ト ロ ゲ ン の 生物學的微量測 定 の 新法 の 1 で ある事

か ら同法 に準 じて 成熟姉 人 に 就 き正常性周期中 の

血中 工 の 定 量逍試 を行 つ た 所月經後 2 日 目， 排卵

直後 ， 及 び黄體形成期の 各定量時 iこは X の壜量 を

證 明 し得て ，略 爻 津野の 成 績と近似 した結果 を得

た．

（擱 筆 に 當 η 部 長 安 井 修 卒 博 士 の 御 懇 篤 な る 御 指 導 御 校

閲 を 深 謝 し，亦 種 々 の 協 力 を 下 さ つ た 皮 甫科 本 田史 郎 學

士 ，臨 床 檢 査 科故 寺 尾 動 物 舍 主 任 に 感 謝 す る．）
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